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蕊蔑鑿鱸窒蠅議」

「平和都市宣言⑥
(60･12･3)

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら．今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に墨慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被燥

者の苦しみを全世界の人々に訴え、再び広島・長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のい

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。
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低
成
長
経
済
が
長
期
に
わ
た

っ
て
続
く
な
か
、
少
子
高
齢
社

会
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。

今
年
度
予
算
は
、
前
年
比

２
．
７
％
増
の
堅
実
型
で
す
が
、

介
護
保
険
導
入
に
向
け
た
福
祉

－

1く
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
街
に

、
一

〆
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一般会計は前年度からZ｡7%増の堅実型予算

サ
ー
ビ
ス
の
質
・
鐘
の
充
実
や

子
育
て
支
援
な
ど
、
三
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
工
房
、
近
隣

セ
ン
タ
ー
、
新
図
譜
館
な
ど
、
市

民
活
動
や
生
涯
学
習
の
拠
点
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
我
孫
子

駅
前
広
場
の
整
術
も
、
い
よ
い
よ

平
成
加
年
度
の
当
初
予
算
は
、
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
成
立
し
、
一
般
会
計
は
２
９

３
億
７
０
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比
２
．
７
％
増
）
・
で
す
。
今
年
度
も
景
気
の
影
響
で
歳

入
の
伸
び
が
少
な
い
た
め
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
の
充
実
に
重
点
を
お
い
て
、
効

率
的
な
予
算
配
分
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
、
年
度
予
算
の
内
容
と
新

し
い
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
長

褐年
度
内
に
完
成
し
ま
す
。

ざ
ら
に
、
「
商
業
活
性
化
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ

り
、
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
空
間

と
な
る
商
店
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

我
孫
子
が
持
つ
自
然
、
人

歴
史
の
賓
産
を
活
か
し
て
、
活

力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

崎
考
震
》

寺
１
Ｊ

鷺
ト

今
年
度
の
予
算
は
、
福
祉
や
教

育
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

市
の
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税

は
、
先
行
き
不
透
明
で
低
迷
の
続

く
景
気
と
、
さ
ら
に
住
民
税
特
別

減
税
の
影
響
で
対
前
年
度
比
１
．

２
％
減
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
れ
を
減
税
分
の
市
俵
借
り
入

れ
、
国
か
ら
の
交
付
税
の
伸
び

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

で
補
い
、
予
算
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
改
革
に
よ
る
経
費

の
節
減
等
に
つ
い
て
は
、
後
日

広
報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計の目的ごとの構成
（カッコ内は構成比）

(歳入）

一■■I画一

低
迷
が
続
く
景
気
で

厳
し
い
歳
入

繰越金5面円（1.7％）

活
に
直
結
し
た
顎
業
に
重
点
を
世

い
て
い
ま
す
。

主
な
新
し
い
罪
業
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
我
孫
子
駅
前
広
場
整
備
（
１
億

７
０
０
０
万
円
）

我
孫
子
駅
南
口
の
駅
前
広
場
を
、

、
年
度
中
に
整
備
し
ま
す
。
市
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
個
性
を

持
っ
た
広
場
に
し
ま
す
。

。
（
仮
称
）
久
寺
家
地
区
近
隣
セ

ン
タ
ー
整
備
〈
８
１
１
万
円
）

６
館
目
と
な
る
近
隣
セ
ン
タ
ー

の
地
質
調
査
と
設
計
を
行
い
ま
す
。

用
地
は
、
侭
務
負
担
行
為
で
取

｣

曲
呵
ｑ
１
Ⅲ
叩
胤
川
１
１
１
１
Ｊ
も

得
し
ま
す
。

◎
防
災
関
連
（
７
２
３
０
万
円
）

災
害
時
の
避
雌
場
所
と
な
る
小

学
校
３
校
に
、
非
常
用
砺
源
装
世

と
井
戸
を
設
置
し
ま
す
。

◎
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
（
４
８
０
万
円
）

柏
市
・
沼
南
町
と
共
同
で
「
手

賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
構
謹
を
策
定
し
ま
す
。

◎
市
内
循
環
バ
ス
モ
デ
ル
事
業

（
３
０
０
万
円
）

市
民
体
育
館
ま
で
運
行
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
を
、
試
験
的
に
新
木

地
区
に
延
伸
し
、
循
環
バ
ス
運
行

虹
バ
ス
を
、
試
験
的
に
新
木

卜
延
伸
し
、
循
環
バ
ス
運
行

の
調
査
を
行
い
ま
す
。

。
「
人
に
や
さ
し
い
駅
」

整
備
（
１
３
０
０
万
円
）

我
孫
子
駅
南
口
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
を

行
い
ま
す
。

◎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
整
備
（
８
４
０
万
円
）

根
戸
小
学
校
の
特
別
教
室

棟
を
活
用
し
、
要
介
護
の
高

齢
者
の
生
活
指
導
、
給
食

総額293憶う000万円

入
浴
、
送
迎
な
ど
を
行
う
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た

め
、
設
計
を
行
い
ま
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
等

補
助
Ｔ
億
２
７
０
０
万
円
）

特
別
装
謹
老
人
ホ
ー
ム
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
施
設
整
備
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

◎
ホ
Ｉ
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
（
１
億

５
４
２
４
万
円
｝

型
時
間
対
応
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
の
巡
回
を
モ
デ
ル
実
施

し
ま
す
。

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
（
１
３
５

０
万
円
）

通
院
・
入
院
の
医
療
費
の
無
料

化
を
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
に

拡
大
し
、
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

（
所
得
制
限
あ
り
）

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

３
月
定
例
市
議
会
で
、
土
田

栄
吉
氏
を
助
役
に
選
任
す
る
こ

助
役
に
土
田
栄

商工

農林

消

■
４

＃
１
１
１
１
４

土田栄吉氏

◎
我
孫
子
市
休
日
診
療
所
整
備

（
４
８
０
万
円
）

日
曜
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
の

初
期
診
療
を
目
的
と
し
て
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
、
内
科

（
小
児
科
）
、
歯
科
、
薬
科
が
一
体

と
な
っ
た
休
日
診
療
所
を
設
置
す

る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

◎
農
地
銀
行
の
開
設
（
１
９
１
万

円
）

農
地
の
有
効
利
用
の
た
め
、
農

地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど
に
関

す
る
情
報
を
収
集
管
理
し
ま
す
。

◎
商
店
街
施
設
建
設
補
助
Ｔ
０

０
０
万
円
）

鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
街
路
灯

を
設
置
す
る
、
寿
商
店
会
に
助
成

し
ま
す
。

Ⅱ
次
べ
Ｉ
ジ
ヘ
続
く
Ⅱ

市
部
長
、
経

と
が
同
意
き
れ
、
４
月
１
日
付

け
で
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

土
田
氏
は
昭
和
詞
年
我
孫
子

町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
都

画
財
政
部
長
等
、
市
の
要
職
を

歴
任
。
昭
和
畔
年
５
月
ｕ
日
生

ま
れ
。
詔
歳
。

一
口部

長
、
企(歳出） 氏

’
社会の実現をめ ざしてサ イクリ ル
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Ｐ
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０ ｢~二
水
道
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
「
い
つ
で
も
、
安
全
で
お
い
し

い
水
を
供
給
す
る
」
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
が
企
業
と
し
て
経
営

す
る
事
業
で
す
。

今
年
度
の
業
務
逓
は
、
給
水
戸

数
４
万
２
５
０
０
戸
、
給
水
麺
１

４
１
７
万
２
０
０
０
㎡
、
一
日
平

均
給
水
瞳
３
万
８
８
２
７
㎡
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
峰
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
の
事
業
経
営
に
係

わ
る
収
益
的
予
算
と
、
水
道
施
設

の
建
設
や
改
良
に
張
等
を
行
う
責

Ⅱ
前
ベ
ー
ジ
か
ら
Ⅱ

◎
古
利
根
沼
周
辺
保
全
対
策
（
６

１
０
万
円
）

古
利
根
沼
周
辺
緑
地
の
一
部
を
、

（
仮
称
）
古
利
根
の
森
と
す
る
た
め

の
基
本
設
計
を
行
い
、
整
術
に
着

（
仮
称
）
古
利
根
の
泰

の
基
本
設
計
を
行
い

手
し
ま
す
。

。
（
仮
称
）
ふ
れ
表

Ｆ
‐
１
１
‐
Ｌ
ト
ー
１
１
．

水
道
事
業
会
計
（

嘔可

ふ
れ
あ
い
エ
房
建
設

踏
日
己
■
■
■
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
９
￥

Ｉ

Ｉ

(仮称ﾂふ祁弧Aｴ房完成濠想図
本
的
収
支
予
算
の
２
本
立
て
と
な

っ
て
い
ま
す
。
総
事
業
喪
は
、
哩

億
４
９
５
８
万
円
（
対
前
年
度
比

３
．
４
％
増
）
で
す
。

こ
の
う
ち
、
水
道
施
設
の
建
設

事
業
饗
と
し
て
７
億
４
０
７
４
万

円
（
対
前
年
度
比
３
．
２
％
減
）

を
計
上
し
ま
し
た
。
主
な
事
業

内
容
は
、
妻
子
原
浄
水
場
の
監
視

制
御
設
備
の
改
良
率
業
や
耐
潅
性

を
備
え
た
配
水
管
の
布
設
替
え
な

ど
で
す
。

ま
た
、
世
紀
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
礎
の
向
上
を
目
指
し

（
１
億
５
８
２
１
万
円
）

リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
と
し
て

ま
た
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
の

場
と
し
て
、
青
山
地
区
に
施
設
を

整
術
し
ま
す
。

◎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
低
減
対
策
（
６
４
８
万
円
）

焼
却
の
際
、
発
生
す
る
ダ
イ
オ

蛇
億
４
９
５
ｓ
万
円
）

た
水
道
事
業
の
長
期
総
合
的
な
基

本
計
画
を
蕊
ぞ
て
い
き
ま
す
。

キ
シ
ン
を
削
減
す
る
た
め
、
活
性

炭
を
吸
着
剤
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

◎
市
民
管
理
型
公
園
モ
デ
ル
事
業

（
１
０
０
万
円
）

市
民
の
手
に
よ
る
、
特
色
あ
る

公
園
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
を
行

い
ま
す
。

◎
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
整
備

▼事業経営に係わる収支

（
２
億
４
９
９
９
万
円
）

高
度
通
信
技
術
を
駆
使
し

た
指
令
装
世
を
導
入
し
、
１

１
９
番
通
報
か
ら
出
動
ま
で

を
迅
速
化
し
ま
す
。

◎
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
機
器
整
備
（
１
７
８
０
万

円
）

中
学
校
６
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
機
器
を
整
備
し
ま
す
。

◎
中
学
校
給
食
施
設
整
備

（
５
億
６
１
４
０
万
円
）

湖
北
中
学
校
・
久
寺
家
中

学
校
に
自
校
方
式
の
給
食
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

湖
北
中
学
校
は
、
柔
・
剣

道
場
と
の
複
合
施
設
で
す
。

◎
生
涯
学
習
複
合
施
設
整
備

（
５
０
０
万
円
）

手
賀
沼
公
園
周
辺
に
、
図

替
館
、
公
民
館
を
中
心
と
し

た
生
涯
学
習
施
設
を
建
設
す

る
た
め
の
調
査
、
基
本
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

▼水道施設建設に係わる収支

(歳出）目的別に､主な事業について紹介します。（歳入）目的別に､内容について紹介します。
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我孫子駅南北都市改造（南口駅前広場整備含む）
公共下水道事業特別会計繰出金
根戸・手賀沼線道路改良
新木駅南側土地区、整理助成金交付
新木・布瀬線道路改良

布佐地区治水対策
古利根沼周辺保全整備
市民管理型公園モデル事業

12EI290万円

llE6000万円

2億2579万円

lk2520万円

lf40万円

5000万円

610万円
100万円

●

客

I ’

’
消防緊急通信指令施設整備
はしご付消防ポンプ自動車・準高規格救急自動
車聯入

消防団活動鷲
消防庁舎耐震補強
携帯電話等受信システム整備

2億4999万円

l'W5781万円

1139万円

1060万円
167万円

巳

召

■

Ｉ

雨

'

特 別
一
室 計

総額172億4670万円

今年度は6会計の総額で、

前年度比3.8％増の172億4670

万円を計上しています。

老人保健72億7100万円

国民健康保険事業56億6600万円

公共下水道事業36億3000万円

土地区画整理事業5億700万円

手賀沼浄化事業1億4130万円

公共用地取得事業3140万円

区分

水道事業収益

予算額（対前年度比）

30億4903万円（＋1.8％）

水道事業饗用 30億6152万円（＋2.3％）

区分

盗 本的収入

資本的支出

予算額（対前年度比）

2億2400万円（△8.2％）

''億8806万円（＋6.3％）

区分(予算額｡対前年度比）

民生費63億4832万円（＋9.0％）

福祉推進6カ年計画に基づくさまざまな

事業をはじめ、総合的な社会福祉の充実を

図るための経費です。
＊増減理由…特別養護老人ホーム施設整備
の補助金やデイサービスなど在宅福祉の経
賀の増によるものです。

総務費52億7434万円（△2.5％）

企画調難事務、財務財産管理事務、戸
籍、課税、収税、選挙など、主に市の管理

的業務を行う経費です。
＊増減理由…前年度で湖北台近隣センター
本体工事が完了したためです。

土木費49億9124万円（△14.3％）’
道路、区画整理、公園、排水対策など、

快適なまちづくりのための都市整備や環境
整備の経磯です。
*増減理由･･･前年度で市営住宅北原団地建
設事業などが完了したためです。

教育費39億533万円（＋10.2％）

教育委員会に係る予算で、小・中学校運
営、社会教育事業などの経鷲です。

*増減理由･･･中学校2校に給食施設を整備
するためです。

衛生費28億6352万円（＋6.5％）

衛生的で健康な生活環境の維持・向上を
図るため、ゴミ処理や資源化、保健事業な
どの経費です。
＊増減理由…（仮称）ふれあい工房建設な
どによるものです。

消防費18億3388万円（＋31.8％）
防火対策、救急業務、危険物の指導など、

市民生活の安全を守る経費です。
*増減理由…消防緊急通信指令施設整備や
はしご付き消防自動車購入などによるもの
です。

、
９

農林水産業費3億6467万円（△2.7％）
農業・水産業の基盤整備や近代化などを

行うための経賛です。
＊増減理由･･･県営湛水防除事業負担金など
の経費の減によるものです。

商工費2億9647万円（△0.1％）
商業や工業、観光の振興、消劉生活のた

めの経費です。

主な事業

公立．私立保育園運営費5億8378万円
老人ホーム入所者措置費5億3008万円
老人保健特 別 会 計 繰 出 金 4 億 ， 万 円
国民健康保険特別会計繰出金4億円
障害者更生援護施設措置費2億298万円
デイサー ビス事業’億7700万円
ホームヘルパー派遣’億5424万円
特別養護老人ホーム増床等補助’億2700万円

学童保育費7689万円
デイサービスセンター整備840万円

我孫子市民プラザ管理運営費’億3283万円

防災関連（小学校非常用電源装置・井戸設置）7230万円
新木駅橘上駅舎整備3500万円
自治会集 会所整備等補助金2820万円

「 人 に やさしい駅」整備1300万円
我孫子市総 合 計 画 策 定 1 2 8 3 万 円

（仮称）久寺家地区近隣センター設計
手賀沼を生かしたまちづくり

811万円

480万円

市内循環バ ス モ デ ル 事 業 3 0 0 万 円

中 学 校 給食施設整備5億6140万円

小学校耐震診断調査2,92万円
中学校机．椅子整備2134万円
小中学校コンピューター機器整備1780万円
生 涯 学習複合施設整備500万円
特殊学級設備備品購入費250万円

資源化事業（資源回収．焼却灰溶融等）5億4283万円
(仮称）ふれあい工房建設’億582'万円
成人保健事業（基本健康診査等）’億4464万円
水 質 汚 濁土壌汚染防止対策3232万円
手賀沼 浄化対策3074万円
乳幼児医療賀助成1350万円
ダイオキシン低減対策648万円
我孫子市休日診療所設計480万円

農業振興対策3636万円
新 生 産調整推進対策2065万円
市民農園維持管理費796万円
布湖地区湛水防除事業負担金500万円
鴬地銀行開設191万円

中小企業資金融資1億4062万円
水生植物園整備管理識1199万円
商店街 施 設 建 設 補 助 1 0 0 0 万 円

区分(予算額‘揃年餓）

市税

191億7557万円

(△1.2％）

市債

14億4360万円

(△31.3％）

国庫支出金

13億7817万円

(＋0.4％）

地方交付税

13億3000万円

(＋111.1％）

繰入金

12億4000万円

(＋30.6％）

地方消費税交付金

10億円

(＋270.4％）

県支出金

9億4021万円

(＋22.3％）

分担金・負担金

5億3808万円

(＋9.2％）

使用料・手数料

5億928万円

(＋2.7％）

繰越金

5億円（0％）

その他

13億1509万円

(△18.0％）

内容

＊ 市 民 税 1 1 2 億 8 0 6 8 万 円

＊固定資産税58億9589万円

＊都市計画税14億4623万円

＊市たばこ税4億8000万円

＊軽自動車税5048万円

＊特別土地保有税2229万円

大規模な施設を建設する場合などに、銀行

などから長期間にわたって借り入れる借入

金です。今年度は、住民税の減税の補てん
分として4億4200万円を借り入れる予定で

す。

特定の仕事の経毅にあてるために、国から

支出される財源です。我孫子駅南北都市改
造事業、生活保護費、老人保護措置費、公

私立保育園運営賀などの経費にあてられま
す。

全国の都道府県・市111].村の行政サービスの
均等を図るため、各自治体の財政力に応じ

て、国が交付するものです。

財源調整のために砿み立てている財政調整

基金や、特定の目的のために積み立ててい

る庁舎増築基金などからの取り崩しによる

繰入金です。

消費税5％のうち1％分が地方消費税で、

その相当額を道府県が、道府県間で精算を

行った後の金額の2分の1に相当する額を、
市町村の人口、従業員数などにあん分して

交付するものです。

特定の仕事の経撒にあてるために、県から
支出される財源です。多くの場合、国庫支
出金と同様の経費にあてられます。

市の行う事業などによって特に利益を受け
る人から徴収するもので、老人ホーム入所

者負担金などがあります。

使用料は、市営住宅使用料のように、市民
が市の施設を利用したときに、手数料は、
住民票の交付などのように、市民が市から
特定のサービスを受けたときに、それぞれ

その対価として徴収するものです。

前年度の決算で残る見込額を、10年度に持
ち越すものです。

自動車取得税交付金、地方譲与税、利子割
交付金、ゴルフ場利用税交付金などの収入
です。
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市
で
は
、
今
年
度
か
ら
３
年
を

か
け
て
、
２
０
０
１
年
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
「
新
総
合
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

△
玄

巨
貝

Ａ
画

画
十
’

二
一
回

＝胃 一

し貝
U

日のあびこのまちづくりに向けて21
I

0

こ
れ
は
、
近
年
の
経
済
社
会
傭

勢
の
急
激
な
変
化
や
、
市
民
の
皆

ざ
ん
の
市
政
に
対
す
る
要
望
に
応

え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に

具
体
的
な
作
業
を
と
お
し
て
、
我

孫
子
の
将
来
を
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
け
る
「
総
合
計
画
策
定
市
民

委
員
〈
三
の
委
員
を
募
采
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
３
人

▽
応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
勤

の
男
女
（
他
の
審
議
会
の
委
員
に

委
嘱
き
れ
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ

る
レ
ポ
ー
ト
審
査

▽
委
員
会
の
開
催
回
数
月
１
回

か
ら
２
回
（
土
・
日
曜
日
の
昼
間
）

▽
任
期
３
年
間
（
３
年
間
と
お

し
て
出
席
で
き
る
方
）

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

「
幻
世
紀
の
我
孫
子
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
」
の
意
見
を
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し

４
月
喝
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
企
画
課

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
賓
芭

１
１
１
１
内
線
２
１
１

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
、
か
か
っ
た
医

療
識
を
一
部
負
担
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

◎
一
部
の
自
己
負
担
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
治
療
を

受
け
る
場
合
、
か
か
っ
た
医
療
識

の
３
割
（
退
職
者
医
療
制
度
の
対

象
者
は
負
担
が
軽
減
し
ま
す
）
が

自
己
負
担
に
な
り
、
残
り
の
幾
用

は
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
中
の
食
事
代
に
つ

い
て
も
、
一
部
自
己
負
担
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
退
職
者
医
療
制
度
に
よ
る

自
己
負
担

走
年
で
退
職
し
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の
退
職
年
金
を
受

け
て
い
る
方
と
、
そ
の
扶
養
家
族

に
は
国
民
健
康
保
険
の
退
職
者
医

療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

部
の

土I人
権
擁
護
委
員
に
、
別
府
孝
子

氏
、
表
て
る
子
氏
、
鬼
澤
三
郎
氏

が
法
務
大
臣
か
ら
委
噸
き
れ
ま
し

た
。
三
氏
と
も
に
再
任
で
す
。

市
内
に
は
、
５
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
、
市
民
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
人
権
問
題
に
つ
い

て
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

い
じ
め
や
差
別
を
受
け
る
な
ど

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

ま
た
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

方
は
、
医
療
費
の
一
部
負
担
割
合

が
本
人
の
場
合
は
、
入
・
通
院
で

２
割
、
被
扶
装
者
の
場
合
は
入
院

２
割
、
通
院
３
割
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
と
制
度

の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

曾
暴
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合

１
カ
月
の
医
療
饗
自
己
負
担
額

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
高
額
療
養
輩
と
し
て
超

過
す
る
分
が
支
給
き
れ
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
診
療
月
か
ら
約
３

カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

の
で
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
指
定

き
れ
た
支
所
で
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
１
カ
月
間
に
、
１
人
の
方
が
同

じ
病
院
・
診
療
所
で
６
万
３
６
０

０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
３

万
５
４
０
０
円
）
以
上
支
払
っ
た

場
合

＊
同
一
世
帯
で
１
カ
月
に
２
人
以

上
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
１
０

０
０
円
）
以
上
支
払
い
、
合
算
し

て
６
万
３
６
０
０
円
（
住
民
税
非

P

お
悩
み
の
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を

で
0

心
の

【
一
一

近
く
の
委
員
、
ま
た
は
千
葉
地
方

法
務
局
柏
支
局
賓
包
３
３
０
９

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
の
相
談
開
設
日
は
、

毎
月
第
４
木
曜
日
午
前
、
時
か
ら

午
後
３
時
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係

壷
（
露
）
１
１
１
１

課
税
世
帯
は
３
万
５
４
０
０
円
）

以
上
支
払
っ
た
場
合

＊
高
額
療
養
識
の
支
給
が
、
同
一

世
帯
で
過
去
１
年
以
内
に
４
回
以

上
あ
っ
た
場
合
で
、
４
回
目
以
降

が
１
カ
月
に
３
万
７
２
０
０
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
２
万
４
６

０
０
円
）
以
上
支
払
っ
た
場
合

な
お
、
医
療
識
の
計
算
は
次
の
条

件
で
行
わ
れ
ま
す
。

●
月
を
ま
た
が
っ
た
診
療
は
、
暦

月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

●
同
じ
病
院
・
診
癖
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
計
算
と
な
り
ま
す

●
総
合
病
院
で
複
数
の
診
療
科
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
各
診
療
科
ご

と
に
計
算
し
ま
す

※
入
院
中
に
負
担
す
る
食
事
代
の

一
部
負
担
金
や
、
差
額
ベ
ッ
ド
料

な
ど
、
保
険
の
き
か
な
い
数
用
は

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◎
医
療
費
以
外
の
給
付

医
療
蜜
以
外
に
、
次
の
給
付
金

が
支
給
き
れ
ま
す
。

１
、
出
産
育
児
一
時
金
宛
万
円
）

：
．
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
に

支
給
き
れ
ま
す
。
妊
娠
露
日
以
上

の
死
産
・
流
産
で
も
医
師
の
証
明

を
‐

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は

選
挙
が
公
正
で
適
正
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
第
一
に
、
市
民
の
皆
ざ
ん

の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
に
投
票
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
し

て
い
る
団
体
で
す
。

こ
の
会
の
目
的
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
一
緒
に
活
動
を
し
て
く

だ
き
る
「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

醤
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

２
、
葬
祭
没
（
ｍ
万
円
）
：
．
被
保

険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
葬
儀
を

行
っ
た
方
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

３
、
移
送
饗
（
国
保
連
合
会
が
査

定
し
た
額
）
．
：
歩
行
が
困
雌
な
と

き
や
、
緊
急
で
や
む
を
得
な
い
な

ど
の
理
由
で
入
院
や
転
院
に
要
し

た
移
送
投
用
は
、
必
要
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
給
付
き
れ
ま
す
。

◎
診
察
時
に
全
額
を
支
払
い

後
日
給
付
さ
れ
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
と
り
あ
え

ず
医
療
費
を
全
額
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
後
日
申
請
し
て
、
国
保
連

合
会
の
森
定
に
よ
り
、
７
割
ま
た

は
８
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

＊
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
で
被

保
険
者
証
の
提
示
が
で
き
ず
、
保

険
が
使
え
な
か
っ
た
場
合

▼人権擁護委員

‐

一
一
一 〃

●

今
ど
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期
２
年

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
４
月
知
日
（
木
）
ま
で

に
我
孫
子
１
８
５
８
選
挙
管
理
委

員
会
實
路
）
１
１
１
１

１
１

＊
コ
ル
セ
ッ
ト
等
治
療
用
装
具
代

や
輸
血
の
生
血
代

＊
医
師
が
必
要
と
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
施
術
料

。
給
付
の
制
限
や

対
象
外
に
な
る
も
の

次
の
よ
う
な
場
合
、
保
険
給
付

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
け
ん
か
・
泥
酔
な
ど
や
故
意
に

よ
る
ケ
ガ
や
炳
気

＊
仕
事
上
の
ケ
ガ
や
病
気
（
労
災

保
険
が
適
用
き
れ
る
場
合
）

次
の
場
合
に
は
、
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
美
容
盤
形
や
歯
列
矯
正

＊
正
常
な
妊
娠
・
出
産

＊
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
予

防
接
種

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
竺
芭
１
１
１
１

市
で
は
、
家
庭
で
の
ゴ
ミ
減
錐

を
促
進
す
る
た
め
、
生
ゴ
ミ
堆
肥

化
容
器
の
孵
入
に
対
し
て
補
助
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

補
助
を
受
け
る
方
法
は
、
印
鑑

を
持
参
し
、
①
指
定
取
扱
店
差

表
参
照
）
で
、
補
助
金
額
を
差
し

引
い
た
金
粒
で
職
入
す
る
か
、
②

品
名
や
数
量
が
わ
か
る
領
収
書
等

を
持
参
し
、
ク
リ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
す
る
の
い
ず
れ
か
で
す
。

▼生ゴミ処理容器指定取扱店

’

、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
額
①
コ
ン
ポ
ス
ト
・
Ｅ

Ｍ
容
器
：
容
器
価
格
の
３
分
の
２

Ｔ
容
器
３
０
０
０
円
を
限
度
と
し

１
世
帯
２
容
器
ま
で
）
②
機
械
式

処
理
機
…
本
体
峨
入
価
格
の
３
分

の
２
ま
で
（
１
容
器
１
万
円
を
限

度
と
し
、
１
世
帯
１
基
と
し
ま
す
。
）

※
申
請
の
方
法
等
、
詳
し
く
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
丑
（
師
）
０
０
１

５
へ 1

’

湖北台近隣センターが

4月2⑭日帆)に開館します

４
月
”
日
（
祝
）
、
市
内
で
５
番
前
９
時
”
分
か
ら
、
時
ま
で
の

目
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
湖
間
に
６
月
知
日
（
火
）
ま
で
の
２

北
台
８
丁
目
に
「
湖
北
台
近
隣
セ
カ
月
分
の
申
し
込
み
を
受
け
付

ン
タ
ー
」
が
開
館
し
ま
す
。
け
、
抽
選
に
よ
り
、
午
前
中
に

こ
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
決
定
す
る
予
定
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
２
階
建
て
ま
た
当
日
は
、
大
変
な
混
雑

で
、
外
観
は
景
観
に
配
慮
し
た
、
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
霊

近
代
和
風
調
の
建
物
と
な
っ
て
い
車
で
の
来
館
は
、
一
切
禁
止
し

ま
す
。
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
に
※
４
月
聖
日
（
金
）
か
ら
率
日

は
な
い
工
作
室
や
、
高
齢
者
や
体
（
旦
ま
で
行
わ
れ
る
開
館
記
念

の
不
自
由
な
方
が
利
用
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
詳
し
く

よ
う
に
、
広
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
広
報
あ
び
こ
４
月
嘔
日
号

や
ト
イ
レ
を
設
け
て
い
ま
す
。
で
お
知
ら
せ
し
ま
丈

◎
開
館
前
の
利
用
申
し
込
み
マ
開
館
ま
で
の
問
い
合
わ
せ

施
設
の
利
用
は
４
月
”
日
（
祝
）
市
役
所
地
域
振
興
防
災
課
金

か
ら
で
す
が
、
４
月
幻
日
（
月
）
午
露
）
１
１
１
１
内
線
２
１
４

明
る
唾

ｒ

挙
推
進

一
連

■

層
一

五

拐謡:
＝一

‐
‐
‐
‐
“
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
釦
‐
・
‐
ｌ
｝
口
。

－
華

会
の

一
一
回

委
員
を
募
集

一
の

■
■
■

氏 名

石井靖男

別府孝子

表てる子

鬼澤三郎

杉山清吉

所

布佐2224

船戸2-9-32

白山3-5-27

狗系子563-10

湖北台5-5-21

電話

(89)2351

(84)2320

(85)0396

(82)2061

(88)4655

米穀飯売業(小諜'卸売業)の

登録手続きはお済みですか

方
は
、
米
穀
販
売
業
（
小
売
業
．
の
販
売
の
た
め
の
売
場
を
有
し

卸
売
業
）
の
登
録
手
続
き
が
必
要
て
い
る
こ
と
等
＊
卸
売
業
：

で
す
。
小
売
業
の
新
規
登
録
は
、
年
間
販
売
見
込
数
瞳
が
４
０
０

主
た
る
販
売
所
の
所
在
す
る
市
町
０
精
米
ト
ン
以
上
で
、
袋
詰
糀

村
に
、
卸
売
業
に
つ
い
て
は
、
主
米
を
製
造
す
る
た
め
の
と
う
糟

た
る
販
売
所
の
所
在
す
る
各
都
道
施
設
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

府
県
に
、
登
録
申
請
響
を
提
出
し
▼
申
請
手
数
料
＊
小
売
業
…

て
く
だ
さ
い
。
９
０
０
０
円
（
２
店
舗
目
以
上

▽
期
間
４
月
１
旦
水
）
か
ら
”
は
５
０
０
０
円
を
加
算
）
＊

旦
木
）
ま
で
卸
売
業
：
山
方
円

▽
申
請
場
所
＊
小
売
業
…
市
商
※
登
録
日
は
、
平
成
、
年
６
月

工
観
光
課
＊
卸
売
業
…
県
庁
農
１
日
（
月
）
で
登
録
以
降
３
年
間
有

林
部
農
政
課
効

▼
申
請
書
の
配
付
＊
小
売
業
．
．
▽
問
い
合
わ
せ
市
商
エ
観
光

市
商
工
観
光
課
＊
卸
売
業
…
県
課
賓
芭
１
１
１
１
内
線
５
０

新
規
に
政
府
米
ま
た
は
、
自
東
葛
飾
支
庁
産
業
課
５
、
県
庁
農
政
課
云
０
４
３

主
流
通
米
の
販
売
を
始
め
た
い
▽
登
録
要
件
＊
小
売
業
・
お
米
（
２
２
３
）
２
８
１
４

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

指定店名

職孫子市

鑑協同鵬

(有）扇屋商店

自然食品の店よれかわ

小規摸作業所おおばん

(有)染井金物店

㈲郷こｲーｴﾑ‘ｼｮｯﾌ゚

アニユー東我孫子

アニュー我孫子

エコートレイド(有）

本 所

湖北

布佐

住所

毒1-14-18

古戸171-2

布伽132

緑1-4-2

湖北台8-10-8

噺々田77-5

ホ''11.3-8-12

青'11台1－1－17

我孫子2-33-22

我孫子370.14

鮒147-3

電話

82-3

88-2511

89-3151

82-0014

88.8978

89-5794

82-2375

83-7747

82-7552

83-3751

85-8945

取扱商品

コンポスト
o

EM容器

EM容器

臘撤姻職
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３
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給
水
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
市

内
で
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う
方

は
、
水
道
局
に
申
請
し
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

水
道
局
で
は
、
工
事
を
適
正
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

指
定
工
事
業
者
で
あ
れ
ば
ど
の
工

事
業
者
で
も
、
安
心
し
て
工
事
を

頼
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
指
定
の
基
準
①
市
内
で
工
事

を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
厚
生
大

臣
か
ら
免
状
を
交
付
さ
れ
た
給
水

装
置
工
事
主
任
技
術
者
を
趣
く
こ

◎
市
史
研
究
講
座

市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
市
史
研

究
誹
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
識
座
で
は
、
近
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
人
々
の
思
想
と

信
仰
を
取
り
上
げ
、
地
域
の
民
衆

糀
神
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
４
月
四
日
か
ら
平
成
皿

年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
３
日
曜
日
、

い
ず
れ
も
午
前
、
時
か
ら
正
午

▽
場
所
教
育
委
員
会

▼
講
師
齊
藤
博
（
市
史
編
集
委

員
）◎

民
俗
文
化
財
講
座

肺
般
畑
慨
臘
雛
座
受
講
者
募
集

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
制
度
が
ス
タ
ー
ト

’
1

と
②
局
が
定
め
る
機
械
器
具
を
有

す
る
こ
と
③
局
が
定
め
る
欠
格
要

件
に
該
当
し
な
い
こ
と

▽
必
要
書
類
①
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
指
定
申
請
醤
②
機
械

器
具
鯛
替
③
欠
格
要
件
に
該
当
し

な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
醤
類
④
法

人
の
場
合
は
定
款
、
ま
た
は
寄
付

行
為
及
び
登
記
簿
の
謄
本
、
個
人

の
場
合
は
住
民
票
の
写
し
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
証
明
沓
の
写
し

※
申
請
譜
等
は
、
局
に
あ
り
ま
す
。

▼
指
定
手
数
料
１
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
水
道
局
経
営
管

理
課
冥
理
０
１
１
１

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
民
俗

文
化
財
識
座
を
、
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▽
日
時
・
場
所
４
月
、
日
・
酔

日
、
５
月
８
日
・
璽
日
、
６
月
５

日
・
四
日
の
い
ず
れ
も
金
蝿
日
午

後
１
時
犯
分
か
ら
、
中
央
公
民
館

▼
講
師
井
上
正
敏
、
関
忠
夫

▼
内
容
日
本
の
伝
説
、
狸
の
話
、

（
続
）
相
馬
盤
場
に
つ
い
て
、
ほ
か

園
定
員
各
識
座
先
潜
犯
人

囮
参
加
費
無
料

圏
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
寵

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

云
（
露
）
１
１
５
１
へ

」

’

申し込みハガキ記入例
l、希望講座・学級名及び

希望コース・学習場所

2，郵便番号・住所

3，氏名（ふりがな）

4，性別

5，生年月日

6，電話番号

7，職業、学校名・学年

お願い

のびのび親子学級に応募する方は、

応蕊するお子さんの氏名（ふI）

がな)、生年月日、性別を記入し
夕

てください。

ｌ

棚

Ｉ
学

ｌ
‐
‐
１
１
１
１
口
Ｉ
Ｉ
Ｏ
３
Ｄ
Ｂ
い
Ｍ
Ｉ
Ｈ
０
０
１
１
０
０
０
０
０
８
口
０
，
‐
１
，
１
’
０

講
座

１
１

講座。学級

のびのび親子学級

'（2歳児）
お母さんの子育学習室

って?子育つ
考えてみませんか一緒に ’
家庭教育学級

親が変われば、

子どもが変わる

カウンセリング･マインド

親と子の心のかけ橋

市民報(蝉｡錘ｺー ｽ）

わがまち我孫子の再発見

親子の運動遊びを中心に、ふれあいの大切さ

を知り、楽しい子育てをしてみませんか。

心と身体の発達を知る、幼児期の親子のかかわり方、
食生活について漁ど

親と子の係わり方の学習

子どもの心をよむ（ロールプレイング）

話し合い学習（性教育･本好きになるには等）
手賀沼船上学習

不登樅や暴力､拒食症など､現代の子どもの問題蝿して、

子どもの心、自分自身の心を見つめてみませんか？

我孫子の文人達・文学散歩

手賀沼・利根川の歴史、市内めぐりなど

中央公民館

中央公民館

中央公民館

湖北地区公民館

柚ｽﾃー ｼｮﾝﾎー ﾙ

湖北地区公民館

中央公民館

I北地区公民館

木曜日

火曜日

5月から12月の木曜日

午前10時から11時30分(全11回）

金曜日

火曜日

木曜日

5月から11月の第2．4水曜日

午前10時から正午(全10回）

4月から平成11年3月の第1．3

土曜日午前10時から正午(全17回）

5月から12月
午前10時から11時
(全10回）

5月から平成11年3月

午前10時から正午

(全16回）

2歳児（平成7年4月2日から8年4月

1日生まれ）とその親、各会場23組

幼児（平成6年4月2日以降生まれで、

小学校入学前まで）をもつ保謹者、30人

小学校1年生を持つ保護者

各会場50人

16歳以上の方、20人

18歳以上の方、40人

1500円

1000円

2000円

1000円

2000円

湖北地区公民館

中央公民館

中央公民館

湖北地区公民館

中央公民館

ウイークエンドセミナー

(ﾗｲﾌﾆｯｸ携える）

土曜日の朝は、自分新発見

水とみどりコース＝地球に優しい生活を送る
ために自然保護や環境問題を学ぶ。

ゆとりと安心コース＝年金・介護保険等、いざ
というときに役立つ経済、市政、法律を学ぶ。

若さと元気コース＝健康な生活を送るために
運動や食生活、救急救命を学ぶ。

Ｉ
‐
‐

社会教育ゼミナール

(高齢者福祉の学習）

｢老い」を自分の問題

としてとらえ、共に

支え合う地域づくり

コ
ー
ス

長寿大学

心豊かに学ぶ人生

すこやか学級

喜びと生きがいを
もって楽しく学ぶ

男性料理
料理の基礎

I

’裏打ち入門

陣
ンティア入門

ボランティアをしよう

烏 に親しむ
バードカービング

Ⅲi値ある人生を新しい友だちと共に学び､地域

社会に貢献できる長寿大学生を目指しています。

地域を知る、健康､福祉､社会見学等。

心豊かな生活を続けるために地域の人々 と楽しく

学びあう心身の健康これからの福祉など

時節の素材をいかした惣菜づくり

裏打ち技術を身につけるための実技

|防災．ボランティア活動について
体験学習(車イス・介護体験など）、施設見学

自然環境への理解を深め､野鳥の姿を木彫りで

表現し、手作りを楽しみましょう。{初心者向き）

湖北地区公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

湖北地区公民館

4月から3月の火･木･金職I

午前10時から午後3時

月2から3回(全25回程度）

5月から平成11年3月の主に傭l金職’

午前9噸0”ら11噸0分(全l2ﾛ）

5月から11月の月2回土11,日

午前10時から（全12回）

5月から7月の日雌日

午後2時から4時（全6回）

5月から10月の第2．4水曜日

午前10時から正午(全10回）

5月から7月の日曜日午後1時30分

から3時30分(全6個l）

昭和8年4月1日以前生まれの方。3年間通し

て学習に参加でき、定職をお持ちでなく、県生

涯大学校に在籍・入学予定の唯い方､45人

満6城以上の方､40人（前回の受識者、

長寿大学生･卒業生はご遠慮ください）

18歳以上の男性、30人

(前回受識者はご遠噸くだきい）

18歳以上の方、16人

18歳以上の方、30人

16歳以上の方、20人

5000円

(文集代
含む）

2000円

7500円

(#湫紬）

1000円

1000円

2000円

(#棚含む）

Wl北地区公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

湖北地区公民館

福祉基礎コース＝我孫子の福祉の現

:吠・施設見学・年金・逝言等のお話

福祉機器を実際に使って

デイ・ホームとグループホーム

福祉情報誌の充実をめざして

ふれあい訪問と介護保険

高齢者とのふれあいの場を考える 湖北地区公民館

学習場所 学習日 対象・定員
参カロ壁

(年額） 申し込み先

中央公民館

中央公民館

4月から
7月

9月から
12月

12月から
11年3月

4月から平成11年3月の第1．3

水曜日午前10時から正午(全24回）

午前9時40分から正午

各コースとも全9ロ

(複数ｺーｽの

受講可能）

18歳以上の方、各コース20人 ｜…民“500円

※ゆとりと安心、若さと元気の各コースは、それぞれ8月、

11月に募集します。

18歳以上の方、100人 1000円 中央公民館

標用職種

篠用数

識内容

必霊酪

絡料等

鯛場所

|錦時間

｜
問い合椎

生活指導補助員

若干名

榊薄弱者更生施設
みどり園で入所者の
生瀧轄

特になし

時給980円｜時給1710円
※時間外勤務手当、交通費別途支給

中峠2310

早番･"7:00～15:30

遅番･･11:30~20:00

夜間…16:30～9:30

東蔦中部地区総合開発事務組合

冠(64)5251（土・日曜日、祝日を除く

午前9時から午後5時）

看護婦

若干名

伝染病隔離病舎
での看護業務等

看護婦免許

柏市花野＃1240-3

日勤…8:30～17:00

夜間…16:00~9:00



(5) 第970号鏡 び こ1998.4.1
一

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
輻

歳
以
上
の
加
入
者
の
方
が
、
は
り
・

き
ゅ
う
等
の
施
設
を
利
用
す
る
際

に
、
費
用
を
一
部
補
助
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
輻
歳
以
上
の
国
民
健

▼市指定の施術所
４
月
は
、
新
入
学
の
季
節
。
車

に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が

／ 、

は
り
。
き
ゅ
う

あ
ん
ま
な
ど
の

4月6日(月)から15日(水)まで

… 櫛
ロ

横断は心のゆとり待つゆとり

､

康
保
険
加
入
者
で
、
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
の
方

▽
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
保

険
証
を
持
参
し
、
市
の
指
定
施
術

所
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
利
用
券
の
申
請
国
保
年
金
課
、

’

、

各
支
所
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
、
交
付
申
請
響
を
提
出

▼
補
助
金
額
な
ど
１
回
８
０
０

円
（
１
日
１
回
、
月
２
回
ま
で
）

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
査

（
諺
１
１
１
１
内
線
３
２
４

開講期間5月から平成11年3月までりますので、ご了承ください）
ふI)がな

，対象市内在住で継続して受講できる方岬し込み往復ハガキに住所､氏名、年

ただし、お子さんを連れての受諦はでき齢､電話番号、講座名、受講場所、受講日、

《せん）誹師名を明記し、4月l旧（土･必着）ま
募集人数各誰座若干名（応募者多数のでに〒270-ll66我孫子1684教育委員会社会

拾は111選。また、応募が定員の4割に満教育課へ

二ない場合は、開識できなくなる場合があ少問い合わせ各誹師へ

◎開講時間午前の部…10時から正午一午後の部…1時から3時

〃
し
じ
ま
卜
場
た

市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
琴

Ｒ
Ａ
）
で
は
、
下
表
の
通
り
一

語
学
講
座
生
を
募
集
し
ま
す
。
》

▽
注
意
①
応
募
者
多
数
の
）

場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
国

②
会
場
・
時
間
は
、
変
更
に
》

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

定
員
に
満
た
な
い
識
座
は
、
開
講

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
③
受

講
料
は
一
括
納
入
と
し
ま
す

マ
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
性

し

’

●

語学講座生を募集
＄

外国人講師と学びましょう
▼国際交流協会語学講座

復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
１
講
座
を
記

入
）
に
希
望
識
座
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
ｎ
日

（
土
・
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
６
６
我
孫
子
１
４
２
の
１
市 I’ ’

’

’ L,

’

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
来
て
ね
。

▼
場
所
・
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
…
４
月

２
旦
木
）
・
妬
旦
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
…

４
月
９
日
宋
）
圭
旦
木
）

＊
湖
北
台
分
館
穴
１
バ
タ
イ
ム
）

．
・
・
４
月
、
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
犯

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
、
分
ま
で
）

戸 一 一 一 一

l
【

や

一

一
百

◎
市
民
図
塞
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
謹
館

１
１
１
１

/－．あびこ･-、
垂
〈
“
）
１
１
１
０

垂
〈
師
）
３
０
５
５

垂
（
四
）
１
３
１
１

壷
（
碑
）
０
９
０
９’

且
「 ◎

湖
北
台
分
館

Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▽
作
品
・
作
者
コ
ン
ポ
ー
ト

（
Ｆ
６
）
：
秦
山
孝
子
（
根
一
巳

伽
ず
よ
寺
う
こ

溌
緬
邸
（
Ｆ
辺
…
坂
田
良
子

Ｓ
く
し
野
）
ぶ
な
林
（
Ｆ
四

ひ
ろ
こ

：
・
鈴
木
裕
子
（
布
佐
平
和
台
）

Ｉ
》
ゆ
つ
エ
ヮ

レ
言
ワ
ル
レ

秋
陽
（
Ｆ
４
）
．
：
商
禍
東
一
二
湖

北
台
）
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
Ｆ
８
）

四
月
に
入
る
と
、
野
山
は
春
の

花
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

久
寺
家
の
中
央
学
院
大
学
近
く

の
土
手
を
歩
い
て
い
る
と
、
小
さ

な
花
を
た
く
ざ
ん
つ
け
た
ノ
ヂ
シ

ャ
に
出
会
い
ま
し
た
。

ノ
ヂ
シ
ヤ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

の
一
・
二
年
草
で
、
全
体
が
軟
ら

か
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ラ
ダ

菜
と
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

:誰脅そよかぜ号 4月の日程(荒天中止）

ノヂシャ

(おみなえし科）
－

：
．
牧
島
和
美
（
並
杢

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
樹
脂
粘
土
、
リ
ボ
ン
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
Ⅱ

▼
作
品
樹
脂
粘
土
…
リ
ー
ス
３

点
、
春
の
花
の
額
２
点
、
人
形
１

点
リ
ボ
ン
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
・
・

リ
ー
ス
２
点
、
春
の
花
の
額
４
点

▽
作
者
土
居
美
紀
子
（
布
佐
）

囹
展
示
期
間
４
月
巧
日
（
水
）
か

ら
５
月
、
日
（
旦
ま
で

ノ

食
べ
頃
は
初
冬
か
ら
早
春
に

か
け
て
で
、
日
本
へ
は
江
戸
時

代
に
渡
来
し
長
崎
で
栽
培
き
れ

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
野
草
化

し
、
各
地
の
道
端
や
土
手
な
ど

で
見
ら
れ
ま
す
。

ノ
ヂ
シ
ヤ
の
茎
は
ふ
た
ま
た

に
数
回
枝
分
か
れ
し
、
草
丈
は

十
セ
ン
チ
か
ら
三
十
セ
ン
チ
に

な
り
ま
す
。
枝
先
に
菜
ま
っ
て

咲
く
花
は
淡
青
色
で
、
直
径
は

二
ミ
リ
ほ
ど
で
す
。
ル
ー
ペ
で

の
ぞ
く
と
、
一
個
の
雌
し
べ
と
、

三
個
の
雄
し
べ
が
見
ら
れ
ま
す
。

花
後
に
で
き
る
果
実
は
扁
平
で
、

長
さ
は
お
よ
そ
二
ミ
リ
で
す
。

ノ
ヂ
シ
ャ
と
い
う
名
は
野
生
の

チ
シ
ヤ
と
い
う
意
味
で
、
チ
シ

ャ
と
同
じ
よ
う
に
食
用
に
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
五

、

今

運
動
の
重
点
目
標

１
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

３
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

４
、
自
転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

施術所名

有賀鍼灸治療院

長井治療院

須藤マッサージ院

山口鍼灸院

渡邊治療院

松風鍼灸マッサージ治療院

吉田マッサージ､セラピー

清水鍼

本 木

川田

相野谷施術院

丸山治療院
しようげんどう

鍼灸敞玄堂

千代田鍼灸院

かすみ鍼灸院

天王台健康院

堀越マッサージ

東洋鍼灸院

陽明堂鍼灸院

治療院いしじま

花鳥鍼灸院

月辰会鍼灸院

鍼灸院ブールシマ

おざき接骨院

と治療院

；療院

§療院

住所
台田2－7－53

緑2－2－1

中峠2003－9

若松134－8

湖北台1－18－2

我孫子60－17

布佐平和台2－11－3

若松135－5

白山1－3－13

高野山547

栄14－3

布佐1－23－8

布佐2191

我孫子170－2

天王台1－1－30

柴崎台2－7－5

布佐2974

青山台4－21－22

中峠台14－21

湖北台8－1－1

天王台3－13－1

柴崎台1－7－5

日秀254－19

布佐1212

電話
83－2240

82－4583

88－1300

85－2630

88－2105

83－0437

89－3324

82－6202

82－3626

82－3318

82－1610

89－0362

89－1341

82－5560

84－9599

82－8963

89－1394

84－8161

87－0219

88－6318

84－1989

83－6459

88－0829

89－1898

我孫子市国際交流協会(AIRA
講座名

茶道
(表）

湖北茶道
(裏）

油絵

湖北油絵

湖北油絵

我孫子生花

布佐生花

湖北生花

謡（観）

謡（宝）

ンフラワー

湖北ｱート
フラワー

受講日

毎月第1．3
火曜日の午前

毎月第1．3
木曜日の午前

毎月第2．4
水曜日の午前

毎月第1．3
火曜日の午前

毎月第2．4

火曜日の午前

毎月第1．3
水曜日の午後

毎月第1．3火職｜

午後6時から9時

毎月第1．3

木曜日の午後

毎月第2．4
日曜日の午前

毎月第2．4

日曜日の午前

毎月第2．4
火曜日の午前

毎月第2．4
金曜日の午前

場所

中央公民館

湖北地区
公民館

中央公民館

湖北地区
公民館

中央公民館

布佐ステー
ションホール

湖北地区

公民館

中央公民館

湖北地区
公民館

内容

繋道の初歩から
(表千家）

弗道の初歩から
(裏千家）

鉛筆デッサン、
柵絵の初歩から

華道の初歩か
ら（池坊）

華道の初歩か
ら（龍生派）

華道の初歩か
ら（池坊）

謡の初歩から
(観世流）

謡の初歩から
(宝生流）

パﾝﾌﾗﾜー;|作、
illI，ｱﾚﾝまで

アートフラワー

の初歩から

受冒蘇料

(月額）

3000円

(ﾎ鴎舗）

3000円

(ﾎ開餉）

2500円

2500円

2500円

2000円

(花代別）

2000円

(花代別）

2000円

(1代別）

2000円

2000円

2000円
(材料代別）

2000円
(材料代別）

識師名

(電言舌）

浅野鵬
(82)8588

早野美津子
(88)2833

す え み つ

田崎未満
(82)0826

毛利弘子

(88)0548

大塚敏雄

(88)2400

高崎きち子
(82)4376

井上久仁子
(83)4821

|h崎富久子

(82)3781
あ急ら

市川暉
(82)4336

包ようぞう

早崎距造
(84)4187

の 1 1 こ

阿部乃里子
(82)8556

中村多喜子

(88)2605

講座名

英会話基礎
金曜日コース

英会話基礎
火暇日コース

英会話(初級）

英会話（中級）

中国語(初級）

中国語(中級）

フランス語

(初級）

ﾀﾄ国人のための
日本語講座(ｿ〈）

外国人のための
日本語講座(土）

日時

5月8日から毎週金峨日
午前10時から正午(全36回）

5月12日から毎週火腿日
午前10時から正午（全36回）

5月10日から毎週日I曜日

午後2時から4時(全36回）

5月10日から毎週日曜日
午後1噸0”ら3剛0分(全36回）

5月10日から毎週日曜日
揃l勝]O帥ら雑0噸0分(鋤､）

5月10日から毎週日剛日
午後1噸勝から3噸0分栓36m）

5月9日から毎月第2．4土ﾘ剛
午後2時から4時（全18回）

5月12日から毎週火剛日
補10噸O榊ら雑0噸0分(全緬）

5月16日から毎週土曜日
午後2時から4時(全35回）

場所

中央公民鯨

布佐ステー
ションホール

中央公民館

根戸近隣
センター

市民ブラザ

市民ブラザ

市民プラザ

市民プラザ

中央公民館

講師

ネイティブ
スピーカー

ネイティブ
スピーカー

ネイティブ
スピーカー

J・Am&ldo

(アメリカ）

李栄中

(中国）

.L寺

(フ，

日本語教師
ボランティア

Iとイラ

フノドノ

定員

人

20人

20人

20人

20人

20人

15人

なし

力橡Iま
ﾀ個人

翻栓日
教材費別途

24,000円

24，000円

24,000円

30,000円

24,000円

24,000円

18,000円

無料．

鋤貿{捌途

お
は
な
し
会

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

曜日

水

木

金

水

木

金

日

1

15

2

16

3

17

8

22

9

23

０
４

１
．
２

場所

湖北地区公民館

中峠亀田谷公園

柴崎 台 4 号 公 園

布佐南近隣センター

新木児童公園

久寺家あけぼの公園

東急ショッピングセンター裏

三洋電機社宅入口

カクライ家具駐車場

台田池尻公園

天王台東児童公園

浅 野谷 3号 公園

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター裏

時間(午後）

l:20～！

2:10～：

3:00～4

2:00～：

3:00～‘

2:00～：

3:()0～‘

l:30～：

2:30～；

3:20～‘

2:00～1

3:10～4

2:00～：

3:00～41

iO

10

〕0

10

)0

↓5

〕0

15

)0

)0

ﾗ0

)0

↓0

:00



一一
＝

(6)

乳
幼
児
医
療
識
助
成
制
座
が
改

正
き
れ
、
４
月
か
ら
対
象
範
囲
を

拡
大
し
ま
す
。
（
下
表
参
盟

入
通
院
の
対
象
年
齢
を
２
歳
児

ま
で
引
き
上
げ
、
入
院
の
日
数
制

限
を
７
日
以
上
か
ら
５
日
以
上
に

緩
和
し
ま
し
た
。
助
成
額
は
所
得

税
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
無

料
の
枠
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※
医
療
識
支
払
い
後
、
２
年
を
経

過
し
た
も
の
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
方
法
乳
幼
児
医
療
識
扶

一
》
鋤
鍵
辨
坤
辨
鋤
踏
峠
函
蝿
鋤
趣
罐

び
繍
賊
離
郷
蠣
繍
鋤

掌
・
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
）

虜
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

詳
細
は
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種
ノ

ー
ト
、
小
・
中
学
生
は
予
診
票
に

添
付
の
注
意
響
き
を
ご
髄
く
だ
き

い
。
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

第970号 1998.4.1
一一

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
範
囲
が
拡
大

③
凸

4月の日曜‘休日当番医
●
、
。
。
●
０
，
口
●
■
●
ｅ
０
０
Ｄ
Ｇ
０
ｐ
ｅ
、
＠
、
。
。
●
、
●
Ｑ
●
●
Ｑ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｏ
●
●
●
●
、
●
■
■
。
●
●
ａ
。
■
●
●
目
Ｄ
目
●
。
●
■
。
。
●
ｃ
、

診療時間午前9時から午後5時
持参健康係隣証と診療費 健康

ガイド
I －

病・医院名日 電話
一

84-2211
－

ggul

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
〃

我孫子つくし野病院
5日

天龍堂クリニック ③
前
年
分
の
所
得
税
を
証
明
す
る
》

も
の
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
申
日

告
番
の
写
し
等
）
〈
前
年
が
共
働
き
識

の
場
合
は
２
人
分
〉
を
添
え
て
、
防

提
出
し
て
く
だ
き
い
。
（
申
請
響
等
濡

は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
謹
犬

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
保
健
恋

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１

『▼助成対象となる医療費予防接種名予防接種名対象年齢･接種回数

洲総徳溝蕊撚燃
麻疹（はしか）生後12月から90胱櫛1回接種

三種 ジフテリア生後3月から90脈満･IM"ロ
百日せき混合（3ロ)及びIﾘM追jlllp繩※百H
破傷風せきにかかった人は二離合を蝿

蕾|鰯ﾘｱ|蝶鍜瀞備縦燃
生後12月から90月未満、12歳か

風しんら16歳未満（中学2年生に予診
票を配布)･1回接種

瓢崎辮灘繍櫻:回
日本脳炎柵鱒舞瀞(惜総生

柵螺舞瀞噛蕊生

保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
ね
の
お

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

垂
〈
碑
）
１
１
３
１

錨
我孫子東邦病院

12日

|長田内科胃腸科

’ |84･73I1ｱビｺ外科整形外科病院
19日

82-1885藤本内科医院L-

l…
｜
皿平和台 病 院 89･1111

塔

せ り整形外科 86－0685

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
死
亡

率
が
１
０
０
％
と
い
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

犬
に
は
、
毎
年
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
費
用

＊
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
（
新

’ ’ 狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録
を
実
施

ｱｺ外科整形外科病|院脛 84－7321

実施場所 実施時間実施日

H11南公、伯lll2T8）

11災公RM

ときｵﾌ台fIM(I$頁1丁目）

台Ⅲi順公圃（柵3TH)

柴崎目附会鮒前

泉3号公、

#l11台1号公圃（鴬量院下）

旺舗臓姻(迩台6丁目）

つ く し 野 5 号 公 圃

久寺泉あけ|ヨの公、

カクライ泉具センター駐箪淵

チノ神神社|ml前

上新ホ蝋会所

新ホ児童ハM(断ホ、他門）

WtlT目鮒2号公圃

棚甫綱(加僻11台5丁§）

巾峠下蝋会所

ｦ〈王台リ!)I童公、

洲始7号畑(I"1上Iﾘ）

剛胎巾舩m(1i児ｾﾝﾀー寄り）

9:20～9:50

10:20～11:00

11:30～12:00

13:20～14:10

9:20～9:50

10:20～11:00

11:30～12:10

13:30～14:20

9:30～10:30

11:00～11:40

13:00～13:50

14:20～15:00

9:30～10:10

lO:40～11:40

13:00～l3:50

14:20～13:10

9:30～10:20

11:00～11:40

13:00～13:40

14:10～l4:50

4月6日（月）

剛の場合lil]H

4月7日（火）

鋤の齢lil4H規
）
…
６
３
０
０
円
（
登
録
・
注

射
代
）

＊
平
成
７
年
度
以
降
登
録
済
み
の

場
合
．
・
・
３
３
０
０
円

＊
鑑
札
再
交
付
．
・
・
１
６
０
０
円

丁
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
犬

＊
平
成
７
年
度
以
降
に
他
市
町
村

で
登
録
し
、
本
市
に
転
入
し
て
か

ら
変
更
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

犬
＊
生
後
即
日
未
満
の
犬

▼
注
意
事
項
犬
が
１
カ
月
以
内

4月の各 種 健 診 と 健 康 教室
保健センター 湖北台1の12の16窓(87)1131

象｜内容（その他）

＊

時間項目 期日 対象 内容（その他）
4月8日（水）

剛の齢liljH
受付
12:45～13:00

父親・母親になる
方家族の方

産科医の話、お風呂の入れ
電話で予約

ビデオ

方などしあわせ学級 17日
鄙

－－－－－－

持参…母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(3日)、歯ブラシ(I0日）
電話で予約

（
Ⅲ
Ｕ

命
令
Ｊ

●
●９－

↑
－
３

脚
側
州
刈

唾
又
０
ノ

妊娠20～27週の
妊婦母親学級 3日、10B

4月9日（木）

剛の場合lil6H

7日､14日
2旧

受付
9:15～9:45

F成9年12月生まれ
(対象児に通知）

身体測定、赤ちゃん体操、栄斐・育
児相談など持参…母子健康手帳

3カ月児相談
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
て
い

る
、
妊
娠
や
健
康
上
に
問
題
が
あ

る
、
飼
い
主
が
犬
を
押
き
え
て
静

か
に
き
せ
ら
れ
な
い
場
合
な
ど
に

は
、
注
射
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
午
前
中
が
雨
天
等
で
延
期
の
場

合
は
、
午
後
も
延
期
し
ま
す
。
な

お
、
天
候
等
に
よ
る
実
施
、
延
期

な
ど
、
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

身体測定､栄養･歯科相談、育児相談
持参･･･母子健康手帳

受付
'3:30～14:3(）

乳幼児の育児につ
いて相談のある方育児相談｜

’

10日

’ ’
平成9年10月以前生まれで1回目を受ける方
平成10!年1月20日以前に1回目を投与した方
母子健康手帳、予診票（予防接種ノートに添付）

14日

28日

持参
'職雛ﾁﾝ’ 受付

13:15～14:15
14日､28日 4月10H(金）

剛lの場合は17H

i ’ ’館
一
節
」
卜
脾

受付
9:15～10:30

持参･･･母子健康手帳、他診票
歯ブラシ(親と子の2本）

F成8年9月生まれ
(対象児に通知）1歳6加児健康診査 2日、9日

|秘-",’ ’
持参･･･母子健康手帳、通知ハガキ、
歯ブラシ（親と子の2本）、コッフ
タオル

4月11日(土）
剛の場合lil8H

¥成7年8月生まれ
(対象児に通知）

＃催センター 9:30～11:30崎8カ月児歯科健診 23日

3歳児健康診査|崎日､1鯛
‐
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
‐
‐
一
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｔ
Ｉ
‐
４
１
１
Ｊ
「
ｌ

一
ｒ

I
受付
12:45～13:45

持参
ラシ

･母子健康手帳、健診票、歯ブ
(親と子の2本）、尿､アンケーI

平成6年9月生まれ
(対象児に通知）

し
ん
し
ゅ
つ

謬
出
性
中
耳
炎

お
子
さ
ん
が
最
近
、
テ
レ
ビ
の
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
る
手
術
を
行
う
一

音
を
大
き
く
し
て
見
て
い
た
り
、
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
ろ
か
ら
呼
び
か
け
て
も
返
事
を
こ
の
病
気
は
、
聴
力
の
低
下
は
一

し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
し
か
一

ん
か
。
２
歳
か
ら
８
歳
く
ら
い
ま
も
病
状
自
体
の
進
行
も
穏
や
か
で
一

で
に
起
き
る
、
謬
出
性
中
耳
炎
に
す
の
で
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
一

よ
く
見
ら
れ
る
症
状
な
の
で
す
。
の
人
も
気
づ
き
に
く
く
、
聴
力
障
一

謬
出
性
中
耳
炎
そ
の
も
の
は
、
害
が
長
期
に
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
一

炎
症
に
よ
り
鼓
膜
の
奥
の
中
耳
腔
す
。
そ
の
結
采
、
言
語
理
解
力
が
一

の
気
圧
が
低
下
し
た
り
、
謬
出
液
低
下
し
、
言
語
発
達
が
遅
れ
る
恐
一

が
溜
ま
る
た
め
に
聴
力
が
低
下
す
れ
が
あ
り
ま
す
。

る
病
気
で
す
。
早
期
の
発
見
が
何
よ
り
大
切
で
一

ぴ
い
ん
く
う

治
療
は
、
鼻
咽
腔
（
鼻
や
の
ど
）
す
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
お
一

の
炎
症
を
改
善
し
、
中
耳
腔
の
換
子
ざ
ん
の
気
に
な
る
場
面
に
出
会
一

気
を
行
い
ま
す
。
完
治
ま
で
に
長
つ
た
と
き
に
は
、
専
門
の
病
院
で
一

期
間
を
要
す
る
こ
と
が
ま
れ
で
は
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
一

あ
り
ま
せ
ん
。
雌
治
の
場
合
に
は
、
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

鼓
膜
に
穴
を
開
け
て
そ
の
部
分
に
会
冥
理
５
５
２
５

健
康
メ
モ
⑳

｡

’
簡単にできる離乳食のつくり方、試
食電話で予約（先蒲2()人）

新婚家庭の主婦
妊婦

受付
9:30～10:00

離乳食 教 室 24日

14日､2旧
281]

持参…健康手帳、体操のできる服装
※個別相談もお受けします

受付
13:00～13:30

肩こり、腰痛で悩
んでいる方肩こり。腰痛教室

|栄養相談｜
|ｱﾙｺーﾙ家撒室｜
|酒害相談’

雌
一
ｍ
一
畑

蒲で予約｜指導を受けたい方｜カロリーチェック、献立アドバイス砿

I
f

受付
13:30～15:00

アルコール問題を
抱えた本人、家族

グループミーティング
お気軽にご相談ください

，※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点近く）窓(67)1255

|乳幼職馴談|細'!'伽-!",|撫辮鯛 四
一

｜'咽'13:00-'"‘養育相談 整形外科医の診察、保健婦の相副
指導持参･･･母子健康手帳 ｡！

｡

ｱﾙｺー ﾙ伽ごと欄

心の健康相談

アルコール問題を
抱えた本人、家族

稲神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要

6日、2順 14:00～16:00

｜
’ ’

－

● 一 ゆ ー

10日、17B
24日

繍神病、箱柳神経
症で悩んでいる方

職神保健相談貝の相談
嘱託医の相談は予約が必要

l4:00～16:00

－■ー● 一 ◆ 一 ■ 一 ●一ゆ一申一C－B－●ー■－■一毎■La』b●,合,■白け.-.-.■..『由■由 一申一｡ー｡一■－●一●－■一合一台一■－ PG

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
無
料
で
＊
東
芝
ワ
ー
プ
ロ

〈
肥
後
實
理
）
２
７
０
５
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
〈
市
原
壷

（
師
）
２
３
４
３
＊
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
〈
藤
田
實
趣
３
３
２
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先我孫子市我孫子1858市役所広報広聰課

⑦
⑤
③
信
翻
ｅ
⑪
②
⑪

短歌 俳句
山本寛太選 竹内旦選

ひ
い
な

祖
母
よ
り
の
明
治
の
雛
飾
り
け
り
田
中
栄
太
郎

鎌
倉
に
遊
び
ゐ
て
け
ふ
垂
乗
の
忌
渋
谷
多
佳
子

か
い
よ
せ
ゆ

貝
寄
風
に
と
び
は
ね
る
ご
と
小
舟
往
く
商
田
忍

赤
米
の
に
ぎ
り
癖
蝿
ふ
蝿
ま
つ
り
小
林
光
江

い
ち
ご
尋
墨
守
叩

一
語
欲
し
卿
に
耳
遊
ば
せ
て
島
田
富
江

し
ら
か
が

白
加
賀
も
小
梅
も
咲
け
る
父
の
畑
秋
田
善
実

協暖
か
や
肩
響
き
取
れ
し
人
と
ゐ
て
青
山
陽
子

ふ
島
た
う
ほ
あ
い
Ｌ

蕗
の
蕊
歩
の
集
ま
り
て
相
知
ら
ず
倉
田
淑
子

は
↓
や
叩
れ
い

落
し
針
掻
に
光
る
春
愁
壁
谷
千
鶴
子

な
え
ふ
鰹
か
な
都
か

苗
札
の
す
ぐ
に
は
読
め
ぬ
仮
名
避
ひ
池
田
み
ど
り

卜
寺
叩
心
こ
い

踏
青
や
語
り
継
が
れ
し
癖
雄
墓
地
海
老
原
千
代
子

ま
薯
き
た

傘
の
雪
落
す
音
し
て
孫
来
る
公
手
孝
嗣

重
圧
に
耐
へ
て
飛
び
た
る
大
ジ
ャ
ン
プ
白
馬
の
山
に

こ
ｆ

歓
声
街
す
須
田
博

せ
人
踏
人

栴
樋
の
根
方
に
咲
き
た
る
水
仙
の
甘
き
香
漂
ふ
報
白

き
庭
奥
理
吏
江

丈
足
ら
ず
鼓
の
色
た
だ
に
目
立
ち
を
り
枯
野
に
ひ
ら

く
諦
鐸
錘
あ
ま
た
新
藤
道
子

躯
違
な
腱
こ

鶴
む
れ
に
餌
を
ま
き
終
へ
て
帰
り
く
る
翁
の
肩
に
和

ｆ

毛
が
ひ
か
る
津
村
阿
里

振
り
袖
に
ブ
ー
ツ
を
は
き
て
乙
女
ら
は
成
人
式
に
雪

の
中
ゆ
く

小
出
礼
子

号
ん
じ
ゅ

つ
き

傘
寿
過
ぎ
十
二
支
の
絵
馬
作
る
夫
の
余
念
な
き
背
に

●
か
ゆ
ひ

冬
日
や
ざ
し
き

篠
田
ま
き

え
か
ま
ふ
り
ゆ
ん
た

刈
り
取
り
し
枯
菊
の
枝
に
蟷
螂
の
卵
の
う
あ
り
て
焚

か
ず
に
残
す
村
上
弘

春
浅
く
未
だ
芽
吹
か
ぬ
庭
の
木
も
雪
祇
む
根
方
は
輪

＆
鍵
か
卜
》

を
描
き
溶
く

中
野
武画』

生
前
に
ひ
た
す
ら
吾
に
尽
く
し
た
る
妻
に
感
謝
し
今

よ
ひ宵

寝
に
け
り

松
浦
白
梅

わ
こ
う
と

莞
の
寒
く
し
姦
尭
る
嬢
な
き
震
請

か
が
や
く

須
田
利
夫

－
ナ
ー
ヘ
の
掲
赦
申
し
込
み
は
、

電
話
で
商
工
観
光
課
消
喪
指
導
係

へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
。

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
日
用
雑
蛍
等
の

耐
久
消
我
財
で
す
。
衣
類
、
原
動

機
付
き
自
転
車
等
、
自
動
車
、
生

き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
諜

縁

－

該当年齢

0歳

1歳

2歳

3歳から
就学紺で

平成10年3月3旧以前

に支払った医療費

入院・通院

入院7日以上

(継続して）

平成10年4月旧以降

に支払った医療費

入院・通I院

入院5H以_上
続して）

休日救急歯科診療所（市民会館内）

鶚ふ鴎:翻す霊熱捌
夜間に急病 のと きは

誰隈恐(Sﾌ)1141’



(7） 鐵 び 第970号こ1998．4．1
一

高
齢
者
の
皆
ざ
ん
や
障
害
を
持

つ
方
の
健
康
や
体
の
機
能
を
維
持
・

向
上
き
せ
る
た
め
に
、
地
域
リ
ハ

ビ
リ
教
宰
畜
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。

寺
日
時
・
場
所
左
表
参
照

▼
内
容
椅
子
や
マ
ッ
ト
の
上
で

で
き
る
簡
単
な
体
操
や
レ
ク
リ
エ

年
に
一
度
の
検
診
は
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
検
診
名
・
対
象

①
成
人
病
健
診
：
小
歳
（
昭
和
群

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
以
上

の
男
女

②
子
宮
が
ん
検
診
・
釦
歳
（
昭
和

狸
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
以

▼地域リハビリ教室開催日程 一、

仲
参
加
者
募
集

年に=度は健康ﾁｪｯｸ地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

|WWi
新太近隣ｾﾝﾀー
13:30～15:00

(受付13:00~）

保健センター
13:30～15:00

(受付13:00~）
I’

20日(月）4月 22日(水） 各種検診を保健センター。

委託医療機関で実施します5月 18日(月） 1日(金） 27日(水）

、ノ6月 5日(金） 24日(水）15日(月）
h

上
の
女
性

③
乳
が
ん
検
診
：
和
歳
以
上
の
女

性
《
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
受
診
》

▽
期
間
①
．
②
の
検
診
を
４
月

喧
日
か
ら
７
月
聖
日
ま
で
の
毎
週

水
峨
日

▼
申
し
込
み
逓
話
で
予
約
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

《
委
託
医
療
機
関
で
の
受
診
》

▼
期
間
①
．
②
．
③
の
検
診
を

４
月
か
ら
廻
月
末
日
ま
で

▼
申
し
込
み
直
接
（
下
表
参
照
）

囹
費
用
い
ず
れ
も
無
料

囹
ご
注
意
＊
受
診
す
る
際
は

必
ず
受
診
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
＊
各
検
診
は
、
年
度
内
１
回

に
限
り
受
診
で
き
ま
す
。
＊
成
人

病
健
診
は
空
腹
時
に
お
受
け
く
だ

き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

垂
（
師
）
１
１
３
１

－
シ
ョ
ン
な
ど

▽
対
象
市
内
在
住
の
障
害
を
も

つ
方
、
お
よ
び
高
齢
者
で
運
動
不

足
の
方

▽
参
加
黄
無
料

▽
申
し
込
み
当
日
各
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
念
（
翌
０
１
４
１

3日(金）7月 22日(水）

8月 26日(水）
■■

4日(金）9月 21日(月）

28日(水）2日(金）10月 19日(月）

25日(水）16日(月）11月

21日(月） 4日(金）12月

▼委託医療機関一覧表（○印は実施している検診）F成114

1月 27日(水）18日(月）

|蘓碁’ふれあいサロンIこ

参加してみませんか

成人病
健診

子宮が
ん検診

乳がん
検診委託医療機関 電話住所

24日(水）i5日(月） 5日(金）2月
我孫子つくし野病院

一瀬医院

○ ○つくし野131-1 (84)2211

24日(水）15日(月） 5日(金）3月 ○つくし野6-1-7 ○(85)2321

※新木近隣センターは会場予約が抽選のため、確定で
はありません。5月以降の開催日程は広報あびこ最終
面の市民カレンダーでお知らせします

竹田内科医院 ○つくし野6-5-1 (85)0225

並木小。湖北台西小に開設 石田．医院 ○ ○本町1-4-21 ○(82)7151

遠藤クリニック 本町2-2-1 ○(84)0232

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
Ｉ
卜
出
演
者
募
集

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆
生
の
方
愈
歳
以
上
）

ざ
ん
に
大
変
好
評
い
た
だ
い
て
お
▼
音
楽
の
種
類
洋
楽
、
邦
楽
な

り
ま
す
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
た

演
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
て
だ
し
、
ア
ン
プ
は
使
用
不
可
）

い
ま
す
。
▽
出
演
料
交
通
費
お
よ
び
準
備

▼
開
催
予
定
月
７
．
９
・
皿
．
饗
と
し
て
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
に

平
成
ｎ
年
１
．
３
月
の
い
ず
れ
も
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

土
曜
日
午
後
５
時
知
分
開
演
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

▼
資
格
市
内
在
住
・
在
学
・
在
諭
密
（
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
｝
に

動
又
は
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
若
必
要
事
項
を
明
記
し
、
市
民
プ
ラ

手
音
楽
家
・
音
楽
を
勉
強
中
の
学
ザ
ヘ
直
接
持
参
冥
邑
２
１
１
１

住
み
慣
れ
た
地
域
で
お
年
寄
り
い
の
場
」

の
方
が
、
気
軽
に
お
話
し
た
り
、
▼
対
象
並
木
小
学
校
周
辺
に
お

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
と
し
住
ま
い
の
お
年
寄
り
の
方

て
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
を
開
設
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
趣

し
ま
す
。
皆
ざ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
話
で
、
福
田
貧
理
２
７
７
２
へ

の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。
◎
湖
北
台
西
小
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ま
た
、
各
サ
ロ
ン
で
は
お
手
伝
▽
日
時
４
月
型
日
（
水
）
午
前
、

い
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
会
員
も
時
か
ら
ｎ
時
犯
分
、
以
降
毎
月
第

あ
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
４
水
曜
日
に
開
催

◎
並
木
小
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
▼
場
所
湖
北
台
西
小
学
校
「
地

▼
日
時
４
月
型
旦
金
）
午
前
、
域
交
流
教
室

時
か
ら
ｎ
時
犯
分
、
以
降
毎
月
第
▽
対
象
湖
北
台
地
区
に
お
住
ま

４
金
曜
日
に
開
催
い
の
お
年
寄
り
の
方

▼
場
所
並
木
小
学
校
「
ふ
れ
あ
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ

新田医院 本町2-4-3 (86)3387 ○
’
○天龍堂クリニック 緑1-6-11 ○(82)0150

『尾医院 白山1-18-5 (84)6813 ○

一
一
○
’
○
’
’
’
一
一
一
一
○
｜
〔

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

藤本内科医院白山2-11-7(82)1885

アピコ外科整形外科病院我孫子264(84)7321

我孫子東邦病院我孫子1851-1(82)8166

竹内医院若松141-6（82)5836

白山2-11-7 (82)1885 ○

我孫子264 ○○(84)7321
b

○○
’
○
’
○
’
○

(82)8166

．n1．

貝 井 医院 並木8-17-4 (84)5555

隈本医院 東我孫子1-12-3 (82)1381

近藤胃腸科外科 高野山285-3 ○(84)0211

小倉外科・内科 柴崎台3-19-22 (82)0165 ○ ○

星野医院 湖北台1-5-7 ○ ○○(88)2248

佐藤内科医院 湖北台3-12-5 (88)0934 ○

我孫子聖仁会病院 湖北台4-6-1 ○ ○(88)3111 ○

湖北台診療所|湖北台7-41-1011(88)8768IO|-IO

岡野内科医院|湖北台8-18-24I(88)7770101-|-岡野内科医院

我
孫
子
朗
読
の
会
設
立
麺
周
年
記
念
の
会

心
に
届
け
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
月
幻
日
、
我
孫
子
朗
読
の
会

設
立
加
周
年
記
念
の
会
が
、
天
王

台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。同

会
は
、
視
覚
障
害
者
の
皆
ざ

ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
の
願
い

か
ら
昭
和
鬼
年
に
設
立
。
「
声
の

話
で
、
稲
勝
冥
竪
２
７
４
６
へ

囮
参
加
費
１
回
１
０
０
円
語

茶
代
）

囮
協
力
会
員
年
会
費
１
２
０
０

円 湖北台8-18-24 ○
－．－ー‐

増 田医院 湖北台9-7-10 ○ ○ ○(88)2840

字
ム
ロ

も
即
Ｊ
０
ｏ 医 院 ○湖北台9-9-10 ○(88)()835

あ
び

、

長田内科・胃腸科 ○布佐1-13-6 (89)3101

護
○成広医院 布佐845-1

一
一 (87)4610 ○

』
『 サ

金 山医院 布佐2118-2 ○(89)4166
こ？

『
§ 拝爵薩靭蔭込む会員唯鋤範 和 台 院 布佐2195 ○病 ○(89)1111

あ
れ

広
報
」
を
届
け
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
対
面
・
依
頼
図
書

の
朗
読
等
活
動
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
花
人
。

記
念
の
会
に
は
、
声
の
広
報

利
用
者
、
小
倉
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
、
福
嶋
市
長
な
ど
約
知

人
が
参
加
。
視
覚
障
害
者
協
会

会
長
の
村
越
さ
ん
は
「
会
の
活

動
は
私
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望

を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
設
立
か
ら
会
長
を
務

め
て
き
た
和
田
三
千
代
ざ
ん
は

「
地
域
の
皆
ざ
ん
の
社
会
参
加
と

平
等
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
力

を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
童
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

明
る
い
話
題

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
善
意
板
倉
哲
郎
様
、
渡
辺
登
与
子
様
、

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
我
孫
子
第
四
小
学
校
エ
コ
ロ
ジ

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
－
ク
ラ
ブ
様
、
南
澤
乙
彦
様
、

八
シ
手
会
様
、
末
吹
商
店
様
、
湖
北
台
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
、

若
草
町
会
有
志
様
、
我
孫
子
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
１

明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
識
団
様
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
我
孫

会
様
、
リ
サ
イ
ク
ル
ふ
れ
ん
ず
子
店
様
、
我
孫
子
ガ
ス
株
式
会

様
、
満
水
君
子
様
、
布
佐
南
地
社
様
、
江
藤
勇
様
、
我
孫
子
市

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
文
化
祭
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
様
、

実
行
委
員
会
様
、
小
野
正
臓
様
、
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
マ
ス
ダ
様
、
光

芝
原
旅
行
会
様
、
亜
細
亜
観
光
後
芳
子
様
、
キ
リ
ス
ト
改
革
派

株
式
会
社
亨
ジ
ア
取
手
カ
ン
湖
北
台
教
会
教
会
学
校
様
、
我

ト
リ
ー
倶
楽
部
）
様
、
我
孫
子
孫
子
東
洋
蘭
友
の
会
様
、
株
式

市
商
工
会
婦
人
部
様
、
お
艇
生
会
社
大
山
満
遮
様
、
わ
い
わ
い

日
あ
り
が
と
う
の
会
様
、
六
商
亭
代
表
三
遊
亭
と
ん
楽
様
、
湖

山
信
隆
寺
様
、
我
孫
子
市
北
部
北
高
等
学
校
生
徒
会
様
、
株
式

地
域
文
化
祭
実
行
委
員
会
様
、
会
社
秋
元
印
刷
様
、
湖
北
台
七

原
ミ
ツ
エ
様
、
関
口
勝
洋
様
、
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
様
、
湖
北
支
所

勝
村
商
店
様
、
小
野
友
之
助
様
、
募
金
箱
（
受
け
付
け
胆

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
教
※
平
成
９
年
、
月
”
日
か
ら
平

会
日
本
我
孫
子
ス
テ
ー
ク
様
、
成
幻
年
２
月
墾
日
受
け
付
け
分

↓
』

れ

Ｔ
ｌ
Ｊ
「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
」
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役

’ 今
年
の
１
月
１
日
か
ら
「
さ

わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例
」

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

内
の
国
道
沿
い
や
駅
周
辺
で
は

空
き
缶
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

襄
所
霊
場
に
髻
雪
ジ
ラ
が
蟇

あ
び

↓
↑

あ
れ

－－

柏
保
健
所
で
実
施
し
て
い
る
健

廉
診
断
の
日
程
が
、
４
月
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

《
事
業
所
の
健
康
診
断
》

▽
日
時
毎
月
第
１
．
２
水
畷
日

午
前
９
時
か
ら
、
時
受
付

▽
申
し
込
み
竃
話
で
柏
保
健
所

総
務
課
へ
（
予
約
制
）

《
一
般
健
康
診
断
》

▼
日
時
毎
月
第
３
水
蝿
日
、
午

前
９
時
か
ら
、
時
受
付

▼
申
し
込
み
受
付
時
間
内
に
直

接
、
柏
保
健
所
へ

囮
場
所
・
問
い
合
わ
せ
柏
保
健

所
貧
包
１
２
５
５

会
で
は
、
２
月
に
行
わ
れ
た
文
化

祭
で
、
同
条
例
の
啓
発
活
動
の
一

環
と
し
て
、
ポ
イ
捨
て
の
原
因
と

な
る
空
き
缶
を
利
用
し
た
作
品
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
そ
の
際
、

見
本
作
品
と
し
て
、
同
協
議
会
が

集
め
た
空
き
缶
２
６
８
２
個
で
、

高
さ
２
．
９
腕
、
胴
回
り
１
．
６

4月から健康診断の

日程が変わります

＝柏保健所＝

乳

↓
↑ ９

鰄
、
胴
回
り
１
．
６

勝
、
尾
ま
で
の
長
さ
６

勝
の
ゴ
ジ
ラ
を
製
作
。

文
化
祭
の
後
、
条
例
の

Ｐ
Ｒ
に
一
役
と
市
役
所

議
事
堂
前
の
駐
車
場
に

今
月
喧
日
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
〈
写
真
）

ぜ
ひ
、
力
作
を
ご
魔

く
だ
き
い
。れ

L
－
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|’た け む ら

竹村
（中峠

リサちゃん
1歳2ヵ月）

'’
1？
Ⅱ

I

や ま のはやせ

山野速星<ん
(我孫子・1歳2カ月）

圖凰圃回

卓球や折り紙で第2土曜日に楽

しく遊びませんか。子どもクッキ

ングやバードカービングなどがあ

る月は、広報あびこで募集します。

’
1

ザ

L

’

●

’

’[

傷

１
１
１
１ ｜

侈日時。場所4月11日(土)午前

10時から午後3時、布佐平成通り

(雨天の場合は、12日に延期）

し問い合わせ松島垂(89)2100

｜じ壁､合ゎ置

前期ふれあい陶芸講嘩牛 今号から広報あびこの
紙面が変わレノました

健康ガイド…3面から4面へ、

図書館だより…4面から3面

へ、植物図鑑･･･16日号3面か

ら1日号3面へ、最終面…毎

月1日号のみに1カ月の各種

相談案内を掲載し、16日号に

は納期のお知らせと16日以降

の施設の休館日を掲載します。

※今号は増ページしているた

め、健康ガイドは6面、図書

館だより・植物図鑑は5面に

掲載しています。

シ問い合わせ広報広聴課

植木まつり出店者
す
こ
や
か
ち
や
ん

牛 寺 B u 壷 壷言璽老人ホーム

｢矛､楽園」ボランティア

家庭婦人ｼﾝグﾙｽ卓球大会
楽しく 適皇 （まう，
(学校週ら日詣u霞ﾐ室イラ琴）

男のバンエ房参加者
我孫子者B市言十画地区言卜画の

決定の案の縦覧をイラし、まず

沢登り講習会参加者
古利根クリーン作戦 登記手数料の改定

ｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾙ会員

申請内容

蹴徽のI#．榊､登記諏証鴨

登記櫛(商業法人を紬)の閲覧

登記事項要約書

地図または建物所在図の閲覧

印 鑑 証 明 書

手数料額

1通lⅡ0円

1,繩00円

|記熱00円

倣5001リ

1件Ⅷ円

茶う草連盟茶会

バドミントン連盟春季大会
社交ダンス会員

在宅福祉サービス

「まどか」協力会員 危険物取扱者試験・講習会

第9回我孫子市美術家協会展

健康体操の会会員
一我子系子重E言畜を歌う会

ー上・‘

フ周年言己冒壼霊竈襄のつどし、
ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ

日1冊当稀医。l週ⅢIの行恥

副8副偲1'3

ﾃﾚﾎﾝガイド 国(85妬@00

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 副鹿臓Ⅲ洞r地球交 響唾ガイアシンフ

ゴ＝一第三香」＝主上映

市民図書館

'1:'央・湖北地区公民1

鳥の博物‘

市民プラ計

市民会館

つつ雌･鯛幅社ｾンター

市民体育館

6(11)､13(月)､14(火)､20(jl)､27(月）

6(月)､13(月)､20(月)､27(月)､29(祝）

6(月)､13(月)､20(月)､27(月)､30体）

9(木)､16体)､23(水）

6(月)､13(月)､20(月)､27()1）

6(月),13(月)‘14(火)､20(i)‘27(jl)､28(火)､29(祝）

27(月）

根戸少年剣友会会員
ｸﾘー ﾝｾﾝﾀー 臨時技能員

内容

法律相談(予約制）

※予約は、4月1日(水)I

税務相談(予約制）

※予約は、4月13日(月)8:30から睡話で課税課へ。

人権相談

行政相談

不動産・住宅相談

心配ごと相談

結婚相談

健康相談

日 時

2(木)､7(火)､14(火)､16(木）

21(火)､28(火)9:30~15:30

17(金)1（

23(木)10:00~15:00

23(木)101

10(金)1（

6.20(月)！

13（月）§

27（月）‘

5．19（日）10:00~14:00

3(金)1（

10(金)1（

30から電話で広報広聴課へ。

〕0～15:00

)0～12:00

〕0～15:00

:00～15:00

〕0～14

)0～1§

〕0～11：15

:00～11：15

〕0

〕0

場 所

市民相談室

(西別館3階）

市民相談室

厚生課

市民相談室

市民相談室

社会福祉協議会

保1

布伽

社会福祉協議会

つつじ荘

西部福祉センター

センター

&センター本館

問い合わせ

広報広聴課

課 税 課

厚生課

広報広聴課

建築指導課

社会福祉

協議会

つつじ1

鯛柵眺ﾝﾀー

｢旅フェア
9

9s」

>胡司上台こども

ス ボ ー ツ ク ラ フ ・ 会 員

我孫子空手道クラブ会員

布{左新緑まつ'』


